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教科 学科・学年 単位数 単位社会福祉基礎 社会福祉科 ２年 ２

１．福祉専門職として必要な社会福祉の基礎的な知識を身に付け、それにかかわる組織・機関の役割を目標
理解する。

２．介護における人権と尊厳の認識を深めるとともに、社会福祉の向上を図る能力と態度を育てる。

１．授業態度、出席状況評価方法
２．授業プリントの記入状況および提出状況
３．課題の提出状況
４．定期テストの成績 などから総合的に評価する。

【関心・意欲・態度】福祉に関心をもち、必要な知識や技術を積極的に学ぼうとしている。評価観点
【思考・判断】社会福祉の諸問題を認識し、それを解決するにはどうすればよいか考えられる。
【技能・表現】基礎的なコミュニケーション技術を身に付け実践できる。自分の考えを的確に表現

できる。
【知識・理解】社会福祉に関する基礎的な知識を理解している。

社会の理解（メヂカルフレンド社 、人間の理解（メヂカルフレンド社）使用教科書 ）

使用副教材

月 学習内容 学習のねらい 学習活動

授業ガイダンス □社会福祉基礎における主な学 ・授業ファイルの作成
習内容と目的を理解する

１．介護保険制度４

( )創設の背景と目 □介護保険制度創設の背景と目 ・授業プリントの記入・提出1
的 的を学ぶ

( )制度の動向 □介護保険制度の変遷と現在の ・授業プリントの記入・提出2
動向を理解する

□制度改正のポイントと今後の ・ ［ 点］中間テスト
課題を学ぶ５

( )制度の概要とそ □介護保険制度の保険者・被保 ・ Ａ□ Ｂ□ Ｃ□3 自己評価
のしくみ 険者、財源、給付内容、要介

護認定等について理解する

□地域支援事業や地域包括支援
センターの役割を学ぶ

( )組織・機関の役 □国・都道府県・市町村など各 ・授業プリントの記入・提出4
割 組織・機関が介護保険におい６

て担う役割を理解する

( )専門職の役割 □チームケアや介護福祉士に求 ・授業プリントの記入・提出5
められる今後の役割について
学ぶ ・ ［ 点］７ 期末テスト

・ Ａ□ Ｂ□ Ｃ□自己評価

反

省

２．介護実践に関
連する諸制度

( )業務・養成につ □介護福祉士の業務やその養成 ・授業プリントの記入・提出1
いて 課程について理解する８
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( )共に働く職種に □社会福祉士 精神保健福祉士 ・授業プリントの記入・提出2 、 、
ついて 医師、看護師等の業務内容や

その役割について学ぶ
９

( )保健・医療関係 □保健・医療サービスが提供さ ・授業プリントの記入・提出3
機関について れる場とその特徴について理

解する ・ ［ 点］中間テスト
( )保健・医療サー □生活習慣病予防、精神障害者１０ 4

ビス への支援、感染症対策として ・ Ａ□ Ｂ□ Ｃ□自己評価
どのようなサービスが行われ
ているか理解する

( )高齢者・障害者 □高齢者の社会参加、障害者の ・授業プリントの記入・提出5
・児童の福祉 雇用、児童福祉の理念などに

ついて学ぶ
、 、１１ ( )利用者の権利擁 □個人情報保護 成年後見制度6

護 高齢者虐待防止法などから、
利用者の権利擁護を理解する

( )所得や医療費負 □生活保護、年金、医療保険な ・授業プリントの記入・提出7
担 ど、利用者の所得や医療費負

担について学ぶ ・ ［ 点］期末テスト
１２

・ Ａ□ Ｂ□ Ｃ□自己評価

反

省

３．障害者自立支
援制度

( )創設の背景と目 □障害者自立支援法の目的とそ ・授業プリントの記入・提出1
的 の特徴などについて理解する１

( )しくみの基本的 □障害福祉サービスの種類・内 ・授業プリントの記入・提出2
理解 容、利用までの流れなどを理

解する
□障害者自立支援制度にかかわ２

る専門職の役割を理解する

( )組織・団体の機 □国・都道府県・市町村などの ・授業プリントの記入・提出3
能と役割 機能と役割を学ぶ

・ ［ 点］学年末テスト
□制度改正のポイントを理解す３

る ・ Ａ□ Ｂ□ Ｃ□自己評価

反

省


